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 Tatabahasa  

 

１．イＡくなる、ナＡ／Ｎになる     

 人や物事の状態が変化して、その結果違う状態になることを表す。 

 

1. イＡ＋くなる Kata sifat “i” ku naru, kata sifat “na”/nomina ni naru. 

安
やす

い→安
やす

くなる   

赤
あか

い→赤
あか

くなる 

例 1）ずいぶん寒
さ む

くなりました。（Jadi lebih dingin.） 

  

2. ナＡ＋になる Kata sifat “na” + ni naru   

きれい→きれいになる  

有名
ゆ う め い

→有名
ゆうめい

になる 

例２）Ａ：日
に

本
ほん

語
ご

が上
じょう

手
ず

になりましたね。（Bahasa Jepangnya jadi pintar ya） 

Ｂ：そうですか。ありがとうございます。（Oh begitu? terimakasih） 

 

3. Ｎ＋になる Nomina + ni naru 

大学生→大学生
だ い が く せ い  だ い が く せ い

になる 

３歳
さ い

→３歳
さ い

になる 

例３）Ａ：４月
がつ

から、大学生
だ い が く せ い

になります。（Mulai bulan April menjadi mahasiswa） 

Ｂ：そうですか。いいですね。（Oh begitu, asyik ya..） 

 

２．〜と  

 Ungkapan ini digunakan untuk menyatakan apabila kalimat sebelumnya terpenuhi maka secara otomatis 

kalimat setelahnyapun terpenuhi. 

Digunakan bukan hanya satu kali saja tetapi untuk sesuatu yang terus berulang atau kebiasaan, tetapi 

tidak bisa digunakan untuk menyatakan keinginan tau permohonan. (Contoh 4,5) 
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